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　岩国市生涯学習推進大会「市民活動のいまむかし」が１
月25日に岩国市民会館で開催され、市民活動カフェでは
岩国市内のさまざまな市民活動の紹介や手工芸品の講座
などが行われました。�

　シルバーふれあいセンター・福祉会館を会場に、宇
部市で活動するさまざまな市民活動グループが日頃
の成果を披露する第３回宇部市民パワー祭が２月８
日に開催されました。�
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・この情報誌は経費の一部に　　　赤い羽根共同募金の配分金及び山口県米穀協会の寄付金を活用して発行しています。�



※各団体の詳しい活動内容や連絡先は、山口県県民活動スーパーネットURL http://www.kenmin.pref.yamaguchi.jp/�
　でご覧になれます。支援センターへもお問い合わせください。�
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　多くの方々に星空の美しさや自然科学に興味を持っ
てもらおうと、毎月１回小学生から一般の方 ま々でを対象
に公開天体観望会を開催しています。いつでも、どなた
でも自由に参加できます。また、ご要望があれば、学校や
PTA活動などの行事の一環として、移動天体観望会も
企画・開催しています。�

　大内文化探訪会は、県生涯教育センターが開催した「大
内文化歴史講座」の第１回修了生により昭和57年に発足、
現在約220名の会員が活動しています。年３回の研修会
や史跡探訪、市民対象の学習講座及び会報誌の発行を
行うほか、テーマや地区別研究グループに分かれての自主
活動も活発に行っています。�

　「正しい外交知識の普及に努める」ことを理念として、
国際情勢に対応できる知識を深めるため、萩市を中心
に外交や国際交流についての講演会やセミナー、研究
会などを開催しています。これからも市民の立場から草
の根レベルの相互理解に努め、友好親善の推進に協
力することを目的に活動していきます。�

　歴史の道・萩往還を楽しみがら走ったり歩いたりす
る「山口100萩往還マラニック大会」の運営をメインに、
長州の歴史再発見、スポーツ・文化・観光の振興、地
域おこし、ボランティア活動の推進などを行っています。
大会は今年で16回目を迎え、山口ファン、マラニックフ
ァンを増やし続けています。�

　視覚障害者の方へ点字でいち早く情報を提供すると
ともに、点訳ボランティアの育成、点字の普及を目的と
して、28年間活動を続けています。図書館の本の点訳
をはじめ、JR・バスの時刻表や自動販売機の点訳、学校・
その他での点字授業や講習会、視覚障害者との交流
会やサポートも行っています。�
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　市民・行政・企業・活動団体等との連携を通じ、山口
の魅力を活かしたまちづくり・住まいづくりの推進をすべ
く様々な事業に取り組んでいます。住まいに関する講座
の開催・古民家再生プロジェクトの研究・大内文化のま
ちづくり等を行う一方、毎年秋恒例となった「アートふる
山口」開催に協力しています。�
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　運営形態はさまざまでも、ミッション（使命）や想いを明確に持つことはどの団体にとって

も大切です。NPO法人と任意団体の代表の方にそれぞれの活動についてお話を伺いました。�

活動の活性化はミッションにあり！�特集�

トラタン村（平成６年発足）�

　自分たちのミッションを明確に持ち、その上で活動に興味を持ってくれる人が増えるようなイベントを開催するなど、
工夫をされているようですね。お話を伺う中で、自分達の活動によって地域や山口県が少しでも元気になってほしいとい
う熱意をひしひしと感じることができました。�

活動のきっかけは、平成14年「ITセミナー
SOHO inやまぐち」（（財）やまぐち産業振

興財団主催）実行委員会メンバーが中心となり、当会の
前身である任意団体を同年設立したことです。�
（SOHO：ソーホーはSmall Office Home Officeの略。一般的に小規模事業所や

自宅でITを活用して仕事をする人や、その就労形態を指します。）�

活動では、SOHOとして頑張っている人、頑張ろうとし
ている人を応援する事業として、各種セミナーや交流
会の開催、SOHOに関する情報発信を行っています。ま
た社会に対しSOHO達の生の声を届けるパイプ役とし
て様々な活動をしています。�

協働としては、昨年、山
口県より県内「SOHO
等実態調査業務」の委
託事業を請けました。
自らもSOHOである当
会が行政と協働してこ
の事業を行なうことで、

山口県を網羅した当会の“顔
が見えるSOHOネットワー
ク”としての力量を十分に
発揮することが出来たと思
います。またお互いを理解し、
理解される良いキッカケに
もなりました。そしてこの経験は、当会がNPO法人で
ある意義を考えさせられる機会をも与えてくれました。
NPOとしてのミッションを何よりも大事にしつつ、法
人としてビジネス感覚を身に付ける技量がないと、当
会の目指す自立したNPO法人運営には繋がっていか
ないと知ることができました。�
今後は、行政や企業、また他のNPO法人団体とも、お互
いにWin-Winの関係（双方が良い結果となる関係）を築
きながら積極的に協働を進めていきたいと思います。
当会の活動が追い風となり、山口県にSOHOが根付き、
顔の見えるネットワークが広がるキッカケの芽になる
ようにと願っています。�

活動のきっかけは、圃場整備事業が契機
で地域づくりに取り組み始めたことです。

自分達の住む地域への夢や希望を話し、大法螺（おおほ
ら）をふきながらそれをいつの間にか実現させるとい
うことで、「捕らぬ狸の皮算用」から「トラタン村」が誕生。
「環境」「農業」とそれを支える「人」を柱に村づくりを進
めています。�
運営にあたり、趣旨に賛同して会員（村民）になられた
方に会費をいただき、それ以外にも人力・想いなどさま
ざまな形の応援を受けています。あくまでも「自前」に
こだわって活動しています。自主的な活動なので中心
メンバー（軸）がしっかりしていることが大事です。田
植え会や写真コンテスト
などそれぞれの企画段階
は部会で取り組み、実際
の活動は村民全員で行い
ます。できる人ができる
時にできる事をみんなで
手分けをし、それを積み

重ねて進めています。法人で
も任意団体でも活動内容は
変わらないはずなので、村民
の絆を深め、自分達のミッショ
ンを明確に持ち、背伸びせず
動きやすい形を考えながら
やりたいですね。�
菜の花まつりは、美しく潤いのある郷にしたいと平成
６年に休耕中の田畑を借りて菜の花畑を作ったら、思
いがけずたくさんの人に喜んでもらえました。それか
ら「菜の花まつり」というお祭りに発展させ、田舎でゆっ
くり過ごしてもらおうと菜の花畑の中での自然観察会
や落語など毎年趣向を凝らし、今年は３月28日に９回
目のお祭りを迎えます。�
今後は、環境では「菜の花　エコ・エコ　プロジェクト」
で資源とエネルギーを地域で循環させる持続可能な「資
源循環社会」を目指したいです。農業では酒米「山田錦」
の品質をもっと向上させ、飲み手の方々との絆も深め
ていきたいですね。�



　前回の「さぽ～と21」に関するアンケートではたくさん
の方にご返信いただきました。ありがとうございました。
一枚一枚じっくり読ませていただき、みなさんからのご意
見・ご提案に少しでもお応えしていきたいと思っています。�
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デザイン　蔵貫　信�

※図書カードの�
　デザインも同じです。�

　財団法人やまぐち県民活動きらめき財団は、財団法人山口県ボランティア振興財団を発展的に改組
して平成14年に発足し、ボランティア活動、NPO活動、コミュニティ活動をはじめ幅広い県民活動の
振興のため、様々な助成、支援を行っています。�

　当財団では、この度企業や団体、個人の方々からご寄
付をいただくことに感謝するオリジナル図書カード、
クオカードを作成しました。�
　1,000円以上のご寄付をいただいた方にオリジナル
図書カード、または、クオカード（いずれも500円分）を
記念に差し上げることにしておりますので、ご協力を
お願いいたします。�

まずは�
下記きらめき財団まで�
お問い合せください。�

　今年度のセンターは、県内各地で皆さんのご相談を受ける「おでかけ相談会」やき
らめき財団の助成金の交付を受けた団体の方に活動を発表していただく「活動発表
会」などを行ってきました。センターのご利用状況を一部ご報告します。（平成16年
１月末現在）�
相談総数 1538件�
おでかけ相談会 開催数：29回�
  参加人数：138人�
意見交換会 開催数：13回�
  参加人数：107人�
活動発表会 開催数：８回�
  参加人数：68人�
県民活動団体登録数 67団体�

（平成11年からの累計：697団体）�

　平成16年度の県民活動団体への助成金については、ただいま募集案内を調整中です。調整が終
了いたしましたら、すぐに財団のホームページ、またはさぽ～とメール等でお知らせいたします。
もうしばらくお待ちください。�

助成金のお知らせ�

●「さぽ～と21」は、以下の場所に配布しています。　　�
　●各市役所・町村役場　　●公民館　　●図書館　　●各市町の活動センター　　●一部の大型店　　●道の駅　等�
※また、やまぐち県民活動支援センターでは、イベント、助成金情報を「さぽ～とメール」（メールマガジン）にてお届けしています。ご希望の方は支援センターまでお問い合わせください。�

財団�
法人�
TEL 083-924-9090  FAX 083-924-9096�
URL http://homepage3.nifty.com/kirameki/�
E-mail kirazd@nifty.com

TEL 083-934-4666  FAX 083-934-4667�
URL http://www.kenmin.pref.yamaguchi.jp/�
E-mail myama@mbe.sphere.ne.jp�
〒753-8555  山口市大手町9-6山口県社会福祉会館4階�
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●利用日時／�
　月曜日・祝日・年末年始�
　を除く毎日（12/29～1/3）�
●火～金曜日／�
　9:00～21:00�
●土・日曜日／�
　9:00～17:00
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